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単層カーボンナノチューブ(SWCNT)フィルムは比較的大きなゼーベック係数Sとパワーフ

ァクターPを有し、フレキシブル熱電材料として注目されているが[1,2]、熱伝導率につい

ての詳細な報告は少ない。発表者らは、生成条件・方法などが異なる多数のSWCNTフィルム

について、フィルムの面内の熱拡散率Dをホールドープ領域において系統的に調べた。Dは

熱伝導率に比例する物理量であり、調べられたフィルムは、主に金属型と半導体型との混

合である。図1に、硝酸と空気中放置の方法によるホールドープ領域における、Dと電気抵

抗率ρの相関を示す。ρがホールドープにより顕著に変化するのに対して、Dはほぼ一定値

となり、熱伝導への伝導キャリアーの寄与が極めて小さいことを示す。図２は、Dから熱伝

導度を見積もりZTを評価した結果である。ρが小さい試料ほどZT値が上昇する傾向が分か

る。半導体型試料でも同様な傾向を仮定すると、ρの小さな半導体型フィルムによりZT～

１の実現が期待できる。 

[1] Y. Nakai et al., APEX 7, (2014) 025103 [2] D. Hayashi et al., APEX 9, (2016) 
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図1(左)：SWCNTフィルムのρとDの相関  図2(右)：SWCNTフィルムのρとZTの相関。●は、

文献値（W. Zhou et al. Small 12 (2016) 3407）。△は半導体リッチフィルム。 
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